
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 基本構想概要版 

 “ふじのくに”静岡県の固有な自然環境を、学び、親しみ、守り、育て、そして、次世代に継承していく必要

がある。 

 “ふじのくに”の新しい博物館は、全国初の地球環境史の博物館として、実践の学に相応しい優れた研

究者を集い、環有度山を中心とした高等教育機関や博物館、全国の研究者などとの連携を深め、“ふじの

くに”の知の拠点の形成を目指していく。 

地球環境の変化と生物多様性の危機 

地域づくりの基礎となる教育再興への期待 博物館に対する社会的要請の変化

地域社会の衰退と未来を拓く取組の必要性 

 県立博物館の検討 

 自然系博物館の検討 

 自然学習資料センターの設置・移転 

 “ふじのくに”にふさわしい新たな博物館の検討 

１．趣旨 

３．社会的背景 

２．経緯 

（昭和 61 年度～平成 6年度） 

（平成 7年度～平成 14 年度） 

（平成 15 年度～平成 24 年度） 

（平成 25 年度～） 

 劇的な環境変化に起因する生物多様性の危機 

 未来の子供達に美しい地球を引き継ぐため、豊か

な自然と変容する環境を研鑽、地球環境の保全 

 教育は地域づくりの基礎であり、教育再興こそ

地域発展の源 

 科学教育の振興など、「日本一教育県」の実現に

向けた新たな博物館の可能性 

 時代の潮流に翻弄された先例博物館の実例 

 施設より活動体としての機能を重視した適切

な人材と組織運営体制の確保 

 地方が画一的な都市化を模倣する「東京時代」

の終焉 

 地方が自立して、その特色を活かした新しい地域

づくりを推進する時代の到来 

10 年に及ぶＮＰＯ法人等との協働による自然学習資料センターの活動を発展的に継承 

世界の宝・富士山の名に恥じない全国に誇れる新しいタイプの博物館 

４．本県に求められる博物館像 

地域の特徴を活かした 

魅力づくり 

地域づくりの先導役を担う 

新たな拠点 

後発ならではの工夫と 

先進性の確保 

 調査研究のフィールドとなる本

県固有の“ふじのくに”の自然資

産や東海地震、富士山の噴火

など、地域の特徴的な研究素

材の活用 

 “ふじのくに”発の自然等につい

ての調査研究を進め、地域の自

然環境情報を地域の人々に知ら

せ、守り、伝える博物館への期待 

 本県の厳しい社会経済情勢を

踏まえた県勢再興に資する取

組の待望 

 世界に秀でた学問を振興し、学

問を究める優れた研究者に学

びを求めて人が集う、 

新たな地域づくりの先導役を

担う博物館の必要性 

 ＮＰＯなど、様々な主体との

協働をベースとしながら先例

博物館の巧拙に学び、先進的

な取組に挑戦する、全国の博

物館の範となる新たな活動 

 空き校舎の有効活用と科学教

育振興を両立する取組の実現 

 県民の科学リテラシーの涵養

に繋がる身近な博物館 

５．新しい博物館の基本理念 

（２）理念

（１）館の名称

ふじのくに地球環境史ミュージアム 
Museum of Natural and Environmental History, Shizuoka 

“ふじのくに” 

“地球環境史” 

“ミュージアム”

 “ふじのくに”の豊かな自然環境は、地球全体につながっており、

調査研究などの自然活動を探求する博物館活動にも境界はない 

 “ふじのくに”の地域の自然を端緒として、世界的な地球環境を考察

し、世界に通じる調査研究を情報発信する 

 世界に通じる博物館を目指し、「ミュージアム」と称する 

 学問領域に捉われない質の高い研究や“ふじのくに”まるごと博物館

の実現に向けた教育普及活動など、新たな役割にも積極的に挑戦す

る「進化する博物館」を目指す 

 “ふじのくに”の自然環境に分布する多様な動植物の実態と成り立

ちを調査研究し、次代に継承していく「自然史」の振興 

 人と地球上の生態環境の関わりを歴史的に研究し、過去から現在を見

通し未来のあり方に示唆を与える、全国初の「地球環境史」の推進 

“ふじのくに”の地域学の創造と 人・交流・連携が導く知の拠点づくり 

地域の自然の探求と資料の保管・継承、活用 

 “ふじのくに”の現在の自然の実体とその成り立

ちを探求 

 “ふじのくに”を代表する博物館を目指し、地域

の組織や人材との連携や協働を推進 

 自然史等に関する資料等の調査研究や収集

保管を推進し、地域資源として次世代に継承 

新たな地域学の創造 

 地球の中での“ふじのくに”についての学問を

体系的に研究し、世界に発信する地域学を創造 

 世界遺産富士山や南アルプス、伊豆半島ジオパ

ーク、駿河湾など恵まれた地域資源を活かした

研究を実践 

 自然史を基本に、環境史に広がる研究領域を新

たな地域学として、研鑽を深める 

「有徳の人づくり」の推進 知の拠点づくり 

 ソフトパワー重視の新たな博物館 

 付加価値の高い情報発信の裏づけとなる世界

最高水準の調査研究を推進 

 県民が自立して学ぶ生涯学習の拠点や教育者

の科学教育研究の殿堂となる取組を通じ、人々

の知の循環につながる社会を構築 

 高等教育機関や博物館等の社会教育施設との

人的・組織的連携により、様々な資源が集積し

再資源化する知の拠点を形成 

 多様な世代の好奇心と自発的な学びを涵養 

 地域を愛し、自然への畏敬を育み、地球環境の

保全を担う「有徳の人づくり」を推進 

 「有徳の人づくり」を“ふじのくに”から全国、

世界に向けて発信 

 優秀な研究者や教育者が集う世界に秀でた博

物館であり続けるために、専門的な知識と志

の高い後継者の育成にも取り組む 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．管理運営 

９．今後のスケジュール 

 博物館に従事する多様な人材が、「県民の県民による県民のための博物館」の実現に向け協働 

 事業の継続性を担保するため、県の主体的で一貫した運営への関与を確保 

 適切な目標設定や第三者による評価制度の導入による県民や利用者本位の運営の検討 

 NPO 法人との強固な連携やボランティアの育成、活用など、多様な機関や個人との連携 

 県直営方式設置するとともに独立行政法人等の新たな組織形態や大学との連携のあり方を検討 

 外部有識者による博物館運営協議会を設置し、新たな評価手法を検討 

 館長の下に総務企画部門と学芸研究部門を設置し、①環境史②地質・岩石・地震③生命・植物④生命・脊

椎動物⑤生命・植物⑥生命・化石（古生物）の６分野の研究職（学芸員）を基本に適切な人材を確保 

 高等教育機関やＮＰＯ法人、地域の研究者等との連携による客員研究員制度や市民研究員制度の構築 

 表現に関する専門的な知識を有する人材の確保に努め、萌芽期においてはアートディレクターを委嘱 

 博物館教育学に精通した専門的人材の確保を目指し、教育現場の経験と博物館への造詣が深い教育職の確保

 ＮＰＯ法人静岡県自然史博物館ネットワークとの連携の継続・発展 

 科学研究費助成事業の獲得を目指すとともに、助成金・寄付・友の会等の外部資金及び支援体制の確保 

８．施設整備 

（１）施設改修 （２）展示

 機能的で更新が容易な

展示とし、学校としての

記憶を留めた新たな学

舎の実現を目指す 

 博物館の舞台裏と来場

者の興味を繋ぐミドルヤ

ードの演出 

 静岡まるごと博物館を

実現するモバイル型展示

の実現

 高校として使われていた建物の面影を残し、低廉で機能的な施設整備 

 校舎の利点である建物面積の広さ、部屋数の多さを活かし、活動の継

続による将来の発展拡張に備えた展示室・研究室・収蔵庫等を整備 

 誰もが利用しやすい、安全性・快適性に配慮したユニバーサルデザイ

ンや多言語表記への配慮 

 収集した資料の適切な保管管理の確保 

 周辺の豊かな自然環境と調和し、ファサード、中庭を活かした魅力的な

博物館空間の創造 

 屋外空間を活用し、ビオトープ（生物の生活空間）や昆虫の集まる

樹木の植栽を行うなどの工夫 

26(2014)年度 27(2015)年度 28(2016)年度 29(2017)年度 

    

外構工事

博物館活動における NPO 法人静岡県自然史博物館ネットワークとの協働（収集保管・教育普及事

博物館機能の充実（収集保管、調査研究、教育普及、展示・情報発信）

研究職員の採用

市民研究員、客員研究員、ボランティア制度等の推進

簡易展示製作

展示設計

施設改修工事

外構工事

展示製作 常設展示・モバイル展示の随時更新

移転 オープン 登録博物館

６．ふじのくに地球環境史ミュージアムの基本方針 

ふじのくに地球環境史ミュージアム 

連 携 

【自然史】 

【環境史】 

教育普及 

調査研究 

 自然史と環境史を研究領域とする全国初の地球環境史博物館 

 調査研究や教育普及などソフトパワー重視の活動を展開 

 高等教育機関、研究機関等との共同研究、交流の推進 

 博物館、社会教育施設等との展示・情報発信の連携、交流の推進 

 社会教育施設、幼稚園・保育園、学校教育施設での教育普及、出張展示 

 ＮＰＯ法人、自然保護団体、市民研究員等との共同研究や様々な協働 

 ボランティアの育成・活用を通じた博物館活動の拡充 

 富士山世界遺産センター、伊豆半島ジオパーク、南アルプスエコパーク等との連携推進

（調査研究、展示・情報発信等の協働と人的交流ほか）

収集保管 展示・情報発信 

自立的な自然科学リテラシーを

涵養する生涯学習の拠点づくり 

教育研修や教材研究を通じた 

教育者の科学教育研究の殿堂 

アウトリーチによる 

有徳の人づくりの全県展開 

博物館としての人と組織の 

信頼が育む資料の集積拠点化 

貴重な自然史資料を保管し 

研究成果と共に次世代に継承 

大学教員に匹敵する優れた 

研究者（学芸員）の確保、育成 

・積極的なフィールド調査の展開 

・世界水準の研究の推進 

高校再活用による学び舎に 

相応しい機能的で簡明な展示 

博物館の舞台裏を演出する 

ミドルヤード展示 

モバイルミュージアム展開による

静岡“まるごと博物館” 

知の拠点 


